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主体的に学ぶ児童生徒の育成
～生活科・総合的な学習の時間におけるＩＣＴを

効果的に活用した授業づくりを通して～

研究主題



研究推進協議会

校長会（月1回）
会長：校長会会長 構成員：各校校長 坂町教育委員会

プロジェクトチーム
事務局 ：校長会会長校
事務局長：校長会会長校 研究主任（研究推進リーダー）
構成員 ：各校研究主任
内 容 ：年間計画・単元開発・研究のまとめ

実施体制



小 学 校
中 学 校

低 学 年 中 学 年 高 学 年

チャレンジする力
【挑戦】
【粘り強さ】
【解決力】

・課題や自分で
決めたことに対
して、最後まで
やってみようと
している。

・課題や自分で決めた
目標に対して、粘り
強くやり通そうとし
ている。

・自ら課題を見付け、
取り組もうとしてい
る。
・粘り強くやり切ろう
としている。

・与えられた課題に対してだけで
はなく、自分なりに目標をもち、
果敢に挑戦しようとしている。
・決めたことは、困難に負けず、
やり切っている。
・自ら課題を見付けたり、調べた
り、工夫してまとめたりしてい
る。

表現する力
【自分】
【目的・相手・場
面】
【工夫】

・自分の考えを
もち、伝えるこ
とができる。

・自分の考えを、目的
や相手に応じて、根
拠を明確にして伝え
ることができる。

・自分の考えを、目的
や相手、場面に応じ
て、工夫しながら伝
えることができる。

・自分自身のことや自分の考えな
どを理解してもらえるように、
目的や相手、場面に応じて、内
容や方法、表現の仕方などを工
夫しながら伝えることができる。

協力・貢献する力
【役割】
【感謝】
【行動力】

・学校や家庭の
中での役割に気
付き、行動しよ
うとしている。
・ 「 あ り が と
う」が言える。

・学校や家庭、地域の
中での役割に気付き、
皆と協力して行動し
ている。
・進んで感謝の気持ち
を伝えている。

・学校や家庭、地域の
中での役割を考え、
皆と協力して行動し
ている。
・感謝の気持ちを相手
に伝わるように表現
している。

・学校や家庭、地域の中での役割
を自覚し、皆と協力して行動し
ている。
・地域の発展のためには、どのよ
うなことをすればよいかを考え、
行動している。

坂中学校区として系統的に育成を目指す資質・能力の具体の姿
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坂小学校 第４学年
総合的な学習の時間

「きれいで自慢できる町 坂町
～わたしたちにできること～」



坂町立坂小学校 第４学年 総合的な学習の時間
「きれいで自慢できる町 坂町 ～わたしたちにできること～

【単元のねらい（重点化した資質能力）】

坂町のごみ問題の現状について調べたり、課題解決のために協働して取り組んだりすることを通して、ごみを
減らす取組を続ける人々や組織の意図や願いを理解するとともに、ごみを減らすために自分たちにできる具体的
な取組について考え、自分たちの生活とのつながりを意識することができる。

【児童の変容・様子】

1学期：ごみ拾い等のフィールドワークを通して、坂町のごみ問題の現状を理解し、取組を考え行動するこ

とができた。しかし、自分たちの行動と坂町の環境美化のつながりを感じることはできていなかっ

た。（ごみがたくさん落ちていること、缶や瓶、たばこの吸い殻等様々な種類があることに気付

く。）

2学期：自分たちの行動と坂町の環境美化のつながりを感じ、自分にできることを実践する姿が現れ始めた。

(落ちているごみを拾うようになったり、家でもごみの分別をするようになったりした。）

坂町のた
めにでき
ることを
考える。。

町には様々
なごみが捨
てられてい
ることに気
付く。。

町のごみを減ら
し綺麗にするた
めに自分たちの
出来ることを考
え実行する。
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横浜小学校 第４学年
総合的な学習の時間

「受け継ごう！伝えよう！
横浜の宝 ひき船」



坂町立横浜小学校 第４学年 総合的な学習の時間
単元名 受け継ごう！伝えよう！横浜の宝 ひき船

【単元のねらい（重点化した資質能力）】

地域に古くから伝わるひき船について，課題意識をもって調べたり，ひき船に関わる人たちから話を聞いたりすることを通し
て，地域の伝統やそれらを大切にしてきた人々の思いや願いに気付き，地域への愛着を深め，郷土を大切にしようとする思い
をもったり，それらを継承していくために自分たちにできることを考えたりすることができる。（表現する力）

【児童の変容・様子】

①ひき船は本当に横浜の宝なの？！→神輿の形，飾り，かけ声など，横浜ならではのものがたくさん！本当に宝だね！

②伝統文化に危機がある？！→感染症の流行で３年間も秋祭りにひき船がでてないよ ひき船も危機があるのかな？

③ひき船は横浜でどのように受け継がれてきたのだろうか？→人から人へと大切に伝えられてきたんだね。

④ひき船を受け継いでいくために自分たちにできることを考えよう。→もりあげチームとお知らせチームを作ろう！

➄ひき船を忘れかけている人にメッセージを送ろう，ひき船を知らない人にひき船のことを知らせよう。（情報発信！）

ひき船の飾りには色々な意味が込め
られているんだね！かっこいい！

低学年はひき船
を知らない人が
ほとんどだね。

私たちのグルー
プは，ひき船を
地域の人に思い
出してもらうた
めに，ポスター
を作ることにし
ました。

Googlefoamを活用し，全校
児童にアンケートを実施

ゲストティーチャーによる
ひき船授業

グループの考えを全体で共有



9

小屋浦小学校 第２学年
生活科

「おもちゃはかせになろう
～ぼくたち・わたしたちのこやラボ～」



坂町立小屋浦小学校 第２学年 生活科
単元名 おもちゃはかせになろう～ぼくたち・わたしたちのこやラボ～

【単元のねらい】

身近な自然を利用したり，身近にあるものを使ったりするなどして遊ぶ活動を通して，遊びや遊びに使うものを工夫して作り，その面白さや自然の不思議
さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとすることができる。

【児童の変容・様子】

①単元の導入 「自分が作ったおもちゃがあんなに速く走るなんて，とても大成功だと思いました。」（感想のみ）

②おもちゃ作り１回目「これからも，研究を進めてみんなに楽しんでほしいです。次は，もっと転がるおもちゃにしたいです。」

（相手意識，次時へのめあて）

③おもちゃ作り２回目「テープを貼りすぎたらテープがからまってよく転がらない。分かったことは，ビー玉で作る時は幅を小さくする。」

（改善点，工夫した所）

④単元のまとめ「みんな楽しそうでよかったです。１年生を喜ばせようという気持ちが伝わったと思います。」

（単元のゴールについての振り返り，達成感と満足感）

グループで研究を
進めている様子

１年生に遊び方を
教える様子

おもちゃの遊び方と
ルールを説明するよ！

おもちゃが完成したら，
おもちゃ祭りを開いて
１年生を招待したいな！

子供たちと一緒に
考えた単元計画

もっとよく動かすために
大切なことは…
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坂中学校 第３学年
総合的な学習の時間

「お互いの命をまもり合おう」



12

３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」

本質的質問

持続可能なまちづくりにむけ、私たちができることは何か

単元質問

防災に強いまちづくりを目指して、中学生の私たちがふるさ
と坂のためにできることは何か

内容質問

防災マップ，自助・共助・公助，災害，西日本豪雨，
防災・減災，防災グッズ，避難所，坂町の取組，避難経路，
地域の人の意識，南海トラフ地震 など
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３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」

育成すべき資質・能力

チャレンジする力 表現する力 協力・貢献する力

ふるさとについて
知っていること・経
験したことと、新た
に学習したこととの
ズレを通して、自ら
が解決したい問いを
持ち、解決に向けて
果敢に挑戦すること
ができる。

ICTを効果的に活用して、
自分たちの考えや思いを
表現することができる。
坂町の防災について考え
たことを、目的や相手、
場面に応じて、内容や方
法を工夫しながら表現す
ることができる。

周りの仲間と意見を
交流しながら協力し、
地域の一員としてど
のようなことができ
るかを考え、行動す
ることができる。



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え，行動す
ることができる探究活動Ⅰ

防災についての理解
を深める

探究活動Ⅱ
追悼集会の企画・運
営を通して，防災意

識を高める

探究活動Ⅲ
グループでテーマを決
め，これまでの学びを
外部に発信し，地域

に貢献する
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ゴールイメージ

３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え，行動す
ることができる探究活動Ⅰ

防災についての理解
を深める

15

ゴールイメージ

３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」



課題の設定
○ＫＪ法を用いて，坂町の
よいところ，改善してほしい
ところを交流する
○坂町の令和３・４年度の
一般会計歳出を比較し，
気付いたことを交流する

情報の収集
○防災学習プリントを使っ
て，防災に関する基礎的な
知識を学ぶ

整理・分析
○前時の学習から興味を
持ったテーマを決め，テーマ
に沿って調べたことをＰＰに
まとめる

体験・振り返り
○まとめとして，自衛隊の
出前授業を行い，自己の
学びを関連付け，探究活
動Ⅰを振り返る

創造・表現
○ＰＰを使って調べたことを発表し，
他者に伝える
○ジャムボードを使って，他者評価
を行う 16

探究活動Ⅰ
防災についての理解

を深める



探究活動Ⅰ 評価規準 

 協力・貢献する力 表現する力 

 班での役割を自覚し，皆と協力して調べ学

習をすることができている。発表の中で，

防災に向けて皆に提案したいことを明確に

伝えることができている。 

相手に理解してもらえるように，表現の仕

方などを工夫しながら発表することができ

ている。 

 

評価 評価及び評価の視点 

Ａ 
「十分に満足できる状況」 
○「防災にむけた提案性」「皆と課題を解決

しようとする姿勢」が十分に感じられる。 

「十分に満足できる状況」 
○「相手や場面に応じて」「言葉の使い方や

表現の仕方などを工夫しながら」発表する

ことができている。 

Ｂ 
「おおむね満足できる状況」 
○「防災にむけた提案性」「皆と課題を解決

しようとする姿勢」がおおむね感じられ

る。 

「おおむね満足できる状況」 
○「相手や場面に応じて」「言葉の使い方や

表現の仕方などを工夫しながら」発表する

ことがおおむねできている。 

Ｃ 
「努力を要する」状況 
○「防災にむけた提案性」「皆と課題を解決

しようとする姿勢」が感じられない。 

「努力を要する」状況 
○「相手や場面に応じて」「言葉の使い方や

表現の仕方などを工夫しながら」発表する

①声の大きさは？  ②目線は？ 
③発表の姿勢は？  ④分かりやすさは？ 

坂中で育成を目指す 
資質・能力 

公立高校入試の「自己表現」の評価規

準を参考に作成しています。 
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探究活動Ⅰ

課題の設定
○ＫＪ法を用いて，坂町の
よいところ，改善してほしい
ところを交流する
○坂町の令和３・４年度の
一般会計歳出を比較し，
気付いたことを交流する

【しかけ】
○坂町のよいところ，改善してほしいところについて多
様な意見を知る。
○坂町の災害復旧費が
５億５０００万（令和元年度）⇒３０００万（令和４年度）
になっていることを坂町の会計歳出から知る。

↓
・こんなに災害復旧費が減っているとは思わなかった。
・予算が少なくなっている中で，どんな防災対策ができる
だろうか。
・中学生としてふるさと坂のためにできることはないだろ
うか。
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探究活動Ⅰ

課題の設定
○ＫＪ法を用いて，坂町の
よいところ，改善してほしい
ところを交流する
○坂町の令和３・４年度の
一般会計歳出を比較し，
気付いたことを交流する

19



探究活動Ⅰ 情報の収集
○防災学習プリントを使っ
て，防災に関する基礎的な
知識を学ぶ

１ 災害の種類と特徴 

私たちを取り巻く環境は日々変化しています。自然は私たちに多くの  ア  をもたらし，社会生活の基盤となる

ものです。 

しかし，地球の歴史にとってはほんの少しの変化であっても，私たち人間にとっては生活をおびやかす急激な

変化や異常な状態となることがあります。この変化によって  イ  を生じることを自然災害と呼びます。 

 

ア      イ 

 

 

 

Q１ 次の図から連想されるのは，どのような災害ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q２ 自然災害の種類を６種類以上答えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q３ 地震が原因で起こる被害にはどんなものがありますか。 
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探究活動Ⅰ

整理・分析
○前時の学習から興味を
持ったテーマを決め，テーマ
に沿って調べたことをＰＰに
まとめる

21



探究活動Ⅰ

創造・表現
○ＰＰを使って調べたことを発表し，
他者に伝える
○ジャムボードを使って，他者評価
を行う 22



探究活動Ⅰ

創造・表現
○ＰＰを使って調べたことを発表し，
他者に伝える
○ジャムボードを使って，他者評価
を行う 23



探究活動Ⅰ 体験・振り返り
○まとめとして，自衛隊の
出前授業を行い，自己の
学びを関連付け，探究活
動Ⅰを振り返る

24

防災講話

ロープワーク（もやい結び）

自衛隊車両見学簡易担架体験



自衛隊出前授業を終えての生徒の感想

講話では，自助，共助，公助があり，助かった命の割合は７：２：１ということ

を知りました。公助で自衛隊の人が助けることのできる命は，１０人のうち１

人しかいなくて，自助や公助で助かっている人がほとんどだと分かり，常に

「今災害が起こるかもしれない」という意識で，行動できるようにしたいです。

車両展示では，自衛隊が乗る車には，いろいろな種類があり，種類によって

性能や役割が違っていることが分かりました。また，簡易担架では，竹に折

りたたんだ毛布を少し巻き付けるだけで，上に乗る人や物が滑り落ちること

を防止できると知り，とても感心しました。

25



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え，行動す
ることができる

探究活動Ⅱ
追悼集会の企画・運
営を通して，防災意

識を高める

26

ゴールイメージ

３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」



課題の設定
○西日本豪雨の被災者の
体験談を聞く
○坂町ＨＰの「復旧・復興
に関する動画」を視聴する

情報の収集・整理・分析
○探究活動Ⅰの学びを振り返
り，坂中生徒へ伝えたい「防災
に向けたメッセージ」を作成す
る

振り返り
○探究活動Ⅰ・Ⅱをもとに，
防災学習での学びを外部
に発信する方法や手段に
ついて考える

創造・表現
○追悼集会を企画・運営する。
○追悼集会で，「防災に向けたメッ
セージ」を発表する

27

探究活動Ⅱ
追悼集会の企画・運
営を通して，防災意

識を高める



探究活動Ⅱ

課題の設定
○西日本豪雨の被災者の
体験談を聞く
○坂町ＨＰの「復旧・復興
に関する動画」を視聴する

28

坂町HPの「復旧・復興に関する動画」



探究活動Ⅱ
情報の収集・整理・分析
○探究活動Ⅰの学びを振り返
り，坂中生徒へ伝えたい「防災
に向けたメッセージ」を作成す
る

29



探究活動Ⅱ
情報の収集・整理・分析
○探究活動Ⅰの学びを振り返
り，坂中生徒へ伝えたい「防災
に向けたメッセージ」を作成す
る

30



探究活動Ⅱ

創造・表現
○追悼集会を企画・運営する。
○追悼集会で，「防災に向けたメッセージ」を発表する31

坂町生活支援コーディネーター
社会福祉士による講演

7月6日 西日本豪雨災害追悼集会(オンライン)



探究活動Ⅱ

創造・表現
○追悼集会を企画・運営する。
○追悼集会で，「防災に向けたメッセージ」を発表する32

各学級から全校生徒へ
防災に向けたメッセージ

7月6日 西日本豪雨災害追悼集会(オンライン)



探究活動Ⅱ
振り返り

○探究活動Ⅰ・Ⅱをもとに，防災学習での学びを振り
返り，外部に発信する方法や手段について考える

33

生徒アンケート よく やや あまり 全く
H29肯定
（県）

授業では，課題を解決するために，進んで資料を集め
たり取材をしたりしています。 39.2 45 15 0.8 39.9
授業では，友達と話し合うなどして，自分の考えを深
めたり，広げたりしています。 60 32.5 7.5 0 77.5
授業では，調べたことなどを，図，グラフ，表などに
まとめています。 22.5 50 26.7 0.8 53.1
授業では，解決しようとする課題について，「なぜだ
ろう」「やってみたい」と思って取り組んでいます。 30 53.3 16.7 0 68.4
学習の振り返りをする時には，「もっと考えてみたい
こと」「もっと調べてみたいこと」などを考えていま
す。

35 49.1 14.2 1.7 59.0

授業は，自分で課題を立てて情報を集め整理し，調べ
たことを発表するなどの活動に取り組んでいます。 59.2 30 10.8 0

84.2

92.5

72.5

83.3

84.1

89.2

＋44.3

＋15

＋19.4

＋14.9

＋25.1



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え，行動す
ることができる

探究活動Ⅲ
グループでテーマを決
め，これまでの学びを
外部に発信し，地域

に貢献する

34

ゴールイメージ

３年総合的な学習の時間
「お互いの命をまもり合おう」



課題の設定
○坂町環境防災課の方か
ら坂町の取組，課題につい
て知り，中学生の私たちだ
からできることについて考
える。

情報の収集
○Ｆｏｒｍｓを使ってアンケートを
実施し，実態を把握する。
○防災，減災に関わる坂町の取
組についての理解を深める。

整理・分析
○情報収集をもとに，テーマを決め，これまで
の学びを外部に発信する方法を考える。（誰
に対して，どこで，どのような方法で 等）
○構想案を有識者に発表，意見交換を行い，
構想案を見直す。（研究授業）

体験・振り返り
○他の中学校と防災に関
わるオンライン交流会を実
施する。

創造・表現
○見直した構想案をもとに，資料や動画を作成し，
外部に発信する。

35

探究活動Ⅲ
グループでテーマを決
め，これまでの学びを
外部に発信し，地域

に貢献する



課題の設定
○坂町環境防災課の方か
ら坂町の取組，課題につい
て知り，中学生の私たちだ
からできることについて考
える。

36

探究活動Ⅲ

【しかけ】
○環境防災課の方から，坂町の取組，現在抱えている
課題について話を聞く。

↓
・防災，減災にむけて坂町でも様々な取組をしているが，
被災の記憶も徐々に風化していく中で，危機感をもって
いるのだな。
・公助がいくら頑張っても限界がある。自助や共助に働
きかける取り組みが必要だ。
・中学生の強みを生かして，坂町（行政）とは違う防災，
減災の発信の仕方があるはずだ。
・私たちがつくった作品を小屋浦の災害伝承ホールに
飾ってもらえないかな。



課題の設定
○坂町環境防災課の方か
ら坂町の取組，課題につい
て知り，中学生の私たちだ
からできることについて考
える。 37

探究活動Ⅲ



情報の収集
○Ｆｏｒｍｓを使ってアンケート
を実施し，実態を把握する。

38

構想シート

現状，課題

目標，目指すべき姿

外部への発信の具体化

現状はどうなのか，本当に課題なのかを調べるために，
アンケートを実施してみたい。



情報の収集
○Ｆｏｒｍｓを使ってアンケート
を実施し，実態を把握する。

39

小学校への依頼
動画の作成



情報の収集
○Ｆｏｒｍｓを使ってアンケート
を実施し，実態を把握する。

40

小学校へアンケートの依頼



41



整理・分析
○情報収集をもとに，テーマ
を決め，これまでの学びを外
部に発信する方法を考える。
（誰に対して，どこで，どのよ
うな方法で 等）

42



整理・分析
○ゲストティーチャーのお話
やアドバイスをもとに，班で
考えた構想案を見直したり，
具体化したりする

43

研究授業

評価基準（ルーブリック）

Ⅲ

ゲストティーチャーの話をもとに，一人一人が地域
の防災に貢献できることを自覚しながら，外部へ
の発信方法を整理・分析し，よりよい発信方法と
なるように，構想案を再考することができる。

Ⅱ
ゲストティーチャーの話をもとに，自分たちが考え
た外部への発信方法を整理・分析し，構想案を
再考すことができる。

Ⅰ
ゲストティーチャーの話をもとに，構想案を再考す
ることができる



整理・分析
○ゲストティーチャーのお
話やアドバイスをもとに，
班で考えた構想案を見
直したり，具体化したりす
る

44

研究授業

ゲストティーチャー
○防災士
○社会福祉士
○坂町環境防災課
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創造・表現
○見直した構想案をもとに，資料や動画を作成し，
外部に発信する。

46

〇創造・表現の活動として確保できる時間が５時間だったため，５時間の

中で，構想案の実現が可能かどうか，実現していくにはどのように取り組

むかについて検討させ，３つの活動案を提示し，各班ごとに選択させた。

活動①構想案に引き続き取り組む。

活動②時間的な制約のため実現が難しい→これまでの学びを防災新聞

にまとめる。

活動③時間的な制約のため実現が難しい→オンライン交流会に向けて，

坂中学校の取組をスライドにまとめる。



創造・表現
○見直した構想案をもとに，資料や動画を作成し，
外部に発信する。 47

活動① ２組４班の取組



創造・表現
○見直した構想案をもとに，資料や動画を
作成し，外部に発信する。 48

活動① ３組３班の取組



創造・表現
○見直した構想案をもとに，資料や動画を
作成し，外部に発信する。 49

構想案をもとに作成した成果物を外部に発信する
ために，依頼の電話をかけています

お忙しいところ，失礼しま
す。本日は，本校で取り組
んでいるお互いの命をまも
り合おうについてお願いが
あり，電話をかけさせてい
ただきました。

・・・・



創造・表現
○見直した構想案をもとに，資料や動画を作成し，
外部に発信する。 50

活動② ４組３班の取組



創造・表現
○見直した構想案をもとに，資料や動画を作成し，
外部に発信する。

51

活動③ ３組１班の取組

スライド２

スライド４



探究活動Ⅲ

52

生徒アンケート
探究活動Ⅲ終了時

肯定評価
探究活動
Ⅱ終了時
肯定評価

H29肯定
評価（県）

よく やや

授業では，課題を解決するために，進んで資料を集めたり
取材をしたりしています。 64.6 29.2 84.2 39.9
授業では，友達と話し合うなどして，自分の考えを深めた
り，広げたりしています。 71.7 25.7 92.5 77.5
授業では，調べたことなどを，図，グラフ，表などにまと
めています。 59.3 36.3 72.5 53.1
授業では，解決しようとする課題について，「なぜだろ
う」「やってみたい」と思って取り組んでいます。 48.7 46 83.3 68.4
学習の振り返りをする時には，「もっと考えてみたいこ
と」「もっと調べてみたいこと」などを考えています。 57.5 38.1 84.1 59.0

授業は，自分で課題を立てて情報を集め整理し，調べたこ
とを発表するなどの活動に取り組んでいます。 62.5 32.7 89.2

93.8

97.4

95.6

94.7

95.6

95.2



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え，行動す
ることができる

53

ゴールイメージ「ふるさと坂のために，中学生の私たちができること」につ
いて，あなたの考えを書きなさい。

防災は公助・共助・自助が大切だと学びました。共助は地

域の人との信頼関係によってできるものだと思います。そ

のため，日常の挨拶やボランティアなどをしていくことが大

切です。そうすることで顔見知りになって，災害が起こって

助けに行ったときに，すぐに理解してくれると思いました。

何かあった時のために，日ごろから人間関係を築くことで，

少しでも中学生に耳を傾けてくれたり，意見を尊重してく

れたりして，住みやすい街になると思います。だから，中学

生の私たちによって，あいさつなどの当たり前をしていくこ

とが大切だと思います。

自分事

地域に貢献

答えのない問
い



中学生の私たち
がふるさと坂のた
めにできることは
何か考え，行動す
ることができる

54

ゴールイメージ「ふるさと坂のために，中学生の私たちができること」につ
いて，あなたの考えを書きなさい。

「坂のために」中学生である私たちができることは，限られ

た小さなことで，大人が必死になっても自然の力には抗え

ない。しかし，今回の総合でしたように，危険区域に住ん

でいる人の防災意識を高めることはできると思う。現在の

坂町民は実際に危険な体験をしているので，意識は高く

なっていると思うが，これを私たちの年代で絶やしてしまう

と，また多くの被害がでてしまう。だから，どんなに自然災

害が危険か，どう対策をするのかを学び，しっかり伝えてい

くことが，中学生である私たちのできることだと思う。

自分事

答えのない問
い

社会の担い手


